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健
康
は
生
涯
の
宝

「
町
民
総
暇
診
め
陣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
ず
検
診
を
受
け
よ
う
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彫
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昭
和
四
十
九
年
度
予
算
か
ら
社
会
課

関
係
の
主
な
事
業
を
ご
紹
介
申
し
上
げ

ま
す
。

　
〈
循
環
器
検
診
の
実
施
V

△
一
〇
六
人
の
中
六
七
人
が
脳
卒
中
、

高
血
圧
症
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
等
の
循

環
器
系
統
の
病
気
で
死
亡
し
て
い
ま
す

（
昭
和
四
十
八
年
）
こ
れ
は
全
体
の
三

分
の
二
以
上
に
当
り
ま
す
。
こ
の
中
二

十
才
台
と
三
十
才
台
が
各
一
人
、
四
十

才
台
が
三
人
、
五
十
才
台
が
四
人
、
六

十
才
台
で
は
十
五
人
と
ま
だ
働
き
盛
り

の
人
が
高
血
圧
症
で
療
養
生
活
を
送
っ

た
り
、
死
亡
し
た
り
す
る
人
が
あ
と
を

た
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
松
代
町
で
は

△
四
十
才
以
上
の
全
町
民
に
循
環
器
検

診
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
県
医
師
会
の
協
力
を
得
て
実
施
す

る
も
の
で
次
に
よ
り
行
う
予
定
で
す
。

　
期
日
　
七
月
二
二
、
二
三
、
二
四
日

　
場
所
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i

　
　
　
遠
方
の
方
は
車
で
送
り
迎
え
す

　
　
　
る
予
定
で
す
。

　
対
象
　
四
〇
才
～
六
四
才
ま
で
。

　
　
　
出
稼
者
と
そ
の
配
偶
者
及
び
六

　
　
　
五
才
以
上
の
方
は
別
に
検
診
を

　
　
　
行
い
ま
す
の
で
除
か
れ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
実
施
直
前
に
通
知
し

　
　
　
ま
す
。

△
健
康
で
居
る
に
は
、
先
づ
自
分
の
体

の
状
態
を
知
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
医

師
に
か
か
る
な
り
、
毎
日
の
生
活
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
か

と
思
い
ま
す
。

人
間
は
四
十
才
頃
か
ら
体
に
「
が
た
」

が
来
始
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら

こ
の
循
環
器
検
診
を
受
け
て
自
分
の
健

康
を
た
し
か
め
て
下
さ
い
。

△
事
後
指
導
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す

　
　
十
月
二
十
三
日
と
二
十
五
日

　
く
母
子
保
健
対
策
V

　
母
子
保
健
の
理
念
で
あ
る
健
康
な
子

を
生
み
、
健
康
に
育
て
て
い
た
だ
く
た

め
次
の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

妊
婦
検
診
、
産
婦
検
診
、
母
親
学
級
、

婚
前
学
級
、
乳
児
検
診
、
三
才
児
検
診

育
児
学
級
、
先
股
脱
検
診
、
二
、
三
ケ

月
検
診
、
助
産
婦
に
よ
る
妊
産
婦
、
妊

妊
中
毒
症
、
新
生
児
、
未
熟
児
訪
間
、

母
子
保
健
推
進
員
活
動
。
　
（
詳
細
は
別

項
掲
載
）

△
母
子
栄
養
ミ
ル
ク
の
支
給

　
妊
産
婦
死
亡
率
の
高
い
こ
と
の
一
因

と
し
て
妊
産
婦
の
栄
養
欠
陥
が
あ
げ
ら

れ
、
こ
れ
が
ま
た
出
生
す
る
乳
児
の
健

康
や
発
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
そ
こ
で
母
子
保
健
指
導
の
一
環
と

し
て
の
栄
養
指
導
の
強
化
を
図
る
た
め

次
に
よ
り
ミ
ル
ク
を
無
償
で
支
給
し
ま

す
。妊

産
婦
は
妊
娠
五
ケ
月
～
産
後
三
ケ
月

ま
で

乳
児
は
生
後
四
ケ
月
～
十
ニ
ケ
月
ま
で

一
ケ
月
九
〇
〇
9
（
一
日
当
約
三
〇
9
）

△
妊
産
婦
、
乳
児
医
療
の
無
料
化

　
保
険
診
療
分
に
つ
い
て
、
妊
産
婦
と

乳
児
の
次
の
方
の
医
療
費
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

　
妊
婦
は
届
出
の
翌
月
か
ら
出
産
の
翌

　
月
ま
で
。

　
乳
児
は
満
一
才
の
属
す
る
月
の
末
日

　
ま
で
。

　
〈
成
人
病
対
策
V

　
成
人
病
対
策
の
中
循
環
器
対
策
は
前

述
の
と
お
り
で
す
が
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
最
も
必
要
な
ガ
ン
対
策
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

△
胃
ガ
ン
検
診

　
希
望
者
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
検

診
料
金
八
百
円
の
中
五
百
円
を
補
助
し

ま
す
。
実
施
期
臼
と
場
所
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
八
月
十
九
日
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

〃〃〃〃

二
十
日
　
〃

二
十
一
日

二
十
二
日

二
十
三
日

〃町
克
雪
セ
ン
タ
ー

蒲
生
増
村
屋

△
子
宮
ガ
ン
検
診

　
希
望
者
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
検

診
料
金
六
百
円
の
中
五
百
円
を
補
助
し

ま
す
。
実
施
期
日
と
場
所
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
九
月
二
日
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
〃
　
三
日
　
〃

　
〈
結
核
予
防
対
策
V

　
結
核
は
下
た
火
に
な
っ
た
と
は
い
え

昨
年
も
十
四
件
の
新
規
発
生
が
あ
り
ま

し
た
。
引
続
き
次
の
と
お
り
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

△
間
接
撮
影

　
学
校
検
診
四
月
二
四
日
～
二
五
日

　
一
般
住
民
検
診

　
　
五
月
一
八
日
～
二
八
日

　
　
〃
三
一
日
～
六
月
一
日

　
　
八
月
二
六
日
～
二
八
日

　
　
十
月
一
三
日
～
一
七
日

△
精
密
検
診

　
必
要
に
よ
り
各
医
療
機
関
に
委
託
し

て
随
時
実
施

ム
ッ
反
、
B
C
G
接
種

　
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

）1（



②

　
《
伝
染
病
予
防
対
策
V

　
町
内
の
医
療
機
関
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
次
の
と
お
り
各
種
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。

△
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ソ

　
春
は
六
月
五
日
～
七
日
、
秋
は
十
月

に
実
施
予
定
。

対
象
者
は
生
後
三
ケ
月
～
十
八
ケ
月
間

△
日
本
脳
炎

　
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
実
施

希
望
者
に
つ
い
て
百
円
微
収
で
実
施
し

ま
す
。

△
種
痘
、

　
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
実
施

対
象
者
①
生
後
六
ケ
月
～
二
四
ケ
月
②

小
学
校
入
学
前
六
ケ
月
以
内
③
小
学
校

卒
業
前
六
ケ
月
以
内
。
・

△
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・

　
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
十
一
月
実
施

対
象
者
は
①
生
後
三
ケ
月
～
六
ケ
月
②

そ
の
後
十
二
ヶ
月
～
十
八
ケ
月
た
っ
た

時
。ム

ジ
フ
テ
リ
ア

　
十
一
月
実
施

対
象
は
①
小
学
校
入
学
前
六
ケ
月
以
内

②
小
学
校
卒
業
前
六
ケ
月
以
内
。

ム
イ
ン
フ
レ
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
無
料

で
全
町
民
に
実
施

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
風
邪
）
の
予
防
注

謝
を
十
月
～
十
一
月
に
か
け
て
実
施
。

　
《
寄
生
虫
対
策
V

　
上
越
医
師
会
館
検
査
セ
ソ
タ
ー
に
依

頼
し
て
次
の
と
お
り
検
便
を
実
施
し
、

有
卵
者
に
は
無
償
で
駆
虫
薬
を
配
付
し

ま
す
。

小
、
中
学
生
の
一
般
検
査
は
五
月
と
十

月
に
嶢
虫
検
査
は
七
月
に
実
施

一
般
住
民
は
七
月
三
～
五
日
に
実
施

　
く
食
生
活
改
善
対
策
V

　
高
血
圧
並
に
婦
人
の
貧
血
が
食
生
活

に
影
響
す
る
こ
と
が
大
き
い
こ
と
に
か

ん
が
み
、
昨
年
に
引
続
き
各
部
落
毎
に

栄
養
対
策
事
業
を
行
う
と
と
も
に
キ
ツ

チ
ン
カ
ー
に
よ
る
巡
回
栄
養
指
導
を
実

施
し
ま
す
。

　
〈
血
液
対
策
V

△
献
血

　
移
動
採
血
車
ゆ
う
あ
い
号
に
よ
る
献

血
を
実
施
し
ま
す
。

献
血
者
に
は
、
バ
ス
代
、
中
食
代
の
補

助
及
び
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　
五
月
二
一
日
に
町
総
合
セ
ン
タ
：

　
七
月
十
八
日
に
〃

　
八
月
二
二
臼
に
〃

　
十
月
二
三
日
午
前
奴
奈
川
支
所

　
　
　
　
　
　
午
後
農
協
山
平
支
所

△
血
液
型
検
査

　
上
越
医
師
会
館
検
査
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
て
一
般
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す

　
く
環
境
衛
生
対
策
V

ム
ゴ
ミ
処
理

　
昨
年
に
引
続
き
実
施
し
ま
す
。

ゴ
ミ
の
中
に
鉄
く
ず
、
ビ
ン
く
ず
等
の

危
険
物
を
絶
対
に
入
れ
な
い
よ
う
ご
注

意
下
さ
い
。

△
危
険
物
処
理

　
昨
年
に
引
続
き
年
間
五
回
実
施

△
し
尿
処
理

　
十
日
町
市
に
委
託
し
て
必
要
に
応
じ

実
施
し
ま
す
。
　
（
冬
期
間
を
除
く
）

　
〈
出
稼
者
検
診
V

　
最
近
出
稼
先
で
の
病
気
に
よ
る
死
亡

者
が
目
立
っ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
検
診

を
受
け
て
自
分
の
健
康
を
た
し
か
め
て

下
さ
い
。
次
に
ょ
り
実
施
し
ま
す
。

　
六
月
十
二
日
室
野
小
学
校

　
〃
　
十
三
日
蒲
生
小
学
校

〃〃〃

十
四
日
清
水
小
、
孟
地
小

十
七
日
町
総
合
セ
ソ
タ
i

十
八
日
〃

事
後
指
導

　
十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日

　
《
留
守
家
族
検
診
V

　
出
稼
者
の
留
守
家
族
に
つ
い
て
次
に

よ
り
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
十
月
二
八
日
室
野
小
、
蒲
生
小

　
〃
　
二
九
日
清
水
小
、
孟
地
小

　
十
一
月
十
五
日
町
総
合
セ
ソ
タ
！

　
《
老
人
対
策
V

△
七
十
才
以
上
老
人
医
療
無
料
化

　
老
人
医
療
費
の
保
険
診
療
分
に
つ
い

て
、
所
得
に
関
係
な
く
本
人
の
負
担
を

な
く
し
て
い
ま
す
。

△
一
人
暮
ら
し
、
ね
た
き
り
老
人
医
療

．
費
無
料
化

六
五
才
～
六
九
才
ま
で
の
老
人
医
療
費

の
保
険
診
療
分
に
つ
い
て
本
人
負
担
を

な
く
し
て
い
ま
す
。

△
老
人
健
康
診
査

　
六
五
才
以
上
の
老
人
全
員
に
つ
い
て

無
料
で
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

△
老
人
介
護
人
派
遣
事
業

　
六
十
五
才
以
上
の
老
人
が
ね
た
き
り

に
な
っ
て
も
介
護
人
が
居
な
い
場
合
に

お
世
話
を
す
る
た
め
に
派
遣
し
ま
す
。

△
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付

　
六
十
五
才
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
に

対
し
マ
ツ
ト
レ
ス
を
支
給
し
ま
す
。

△
老
人
世
帯
除
雪
費
補
助

　
六
十
五
才
以
上
の
老
人
の
み
の
世
帯

及
び
老
人
と
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

の
世
帯
に
対
し
一
回
二
千
円
二
回
分
を

補
助
し
ま
す
。

△
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
補
助

　
各
部
落
に
結
成
さ
れ
て
い
る
老
人
ク

ラ
ブ
に
対
し
、
活
動
し
た
月
一
ケ
月
に

つ
き
三
千
円
前
後
を
補
助
し
ま
す
。

　
《
身
体
障
害
者
対
策
V

△
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
無
料
化

重
度
精
薄
重
度
身
障
で
介
護
を
要
す
る

者
又
は
こ
れ
ら
の
ダ
ブ
ル
障
害
を
有
す

る
者
、
身
体
障
害
者
一
、
二
級
及
び
重

度
精
薄
者
医
療
費
の
保
険
診
療
分
に
つ

い
て
本
人
負
担
を
な
く
し
て
い
ま
す
。

△
身
障
者
介
護
人
派
遣
事
業

　
重
症
心
身
障
害
者
の
家
庭
で
世
話
す

る
人
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
派
遣
し

ま
す
。

△
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
掛
金
補
助

　
保
護
者
が
健
在
の
う
ち
に
加
入
し
て

掛
金
を
納
め
、
保
護
者
が
死
亡
、
廃
疾

で
障
害
者
を
扶
養
で
き
な
く
な
っ
た
時

年
金
を
受
け
る
制
度
で
、
こ
の
掛
金
の

二
分
の
一
を
補
助
し
ま
す
。

　
《
児
童
福
祉
対
策
V

△
遊
園
地
遊
具
交
付

　
子
ど
も
の
遊
び
場
を
作
っ
た
部
落
に

遊
具
を
無
償
で
交
付
し
ま
す
。

△
特
殊
学
校
就
学
奨
励
費
補
助

　
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
等

に
就
学
し
て
い
る
児
童
に
対
し
就
学
奨

励
費
と
し
て
一
ケ
月
四
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

　
〈
出
稼
関
係
V

　
松
代
町
で
は
毎
年
千
人
を
超
え
る
人

達
が
関
東
関
西
な
ど
二
十
数
県
に
わ
た

っ
て
冬
季
出
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
の
明
る
い
職
場
の
開
拓

故
郷
と
の
温
い
つ
な
が
り
な
ど
を
目
的

に
次
の
援
護
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

△
正
月
帰
省
バ
ス

　
毎
年
八
百
人
か
ら
九
百
人
の
方
が
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



郷
に
帰
っ
て
家
族
団
ら
ん
の
正
月
を
迎

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
も
引
続
き
実

施
い
た
し
ま
す
。

△
出
稼
先
新
聞
送
付

　
出
稼
先
の
事
業
所
単
位
に
ロ
ー
カ
ル

新
聞
新
潟
日
報
を
送
付
し
ま
す
。

△
雪
の
故
郷
誌
送
付

　
町
内
各
小
中
学
校
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
子
ど
も
さ
ん
の
便
り
を
中
心
に

編
集
し
た
「
ゆ
き
の
ふ
る
さ
と
」
を
事

業
所
単
位
に
送
付
し
ま
す
。

ム
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
故
郷
及
び
出
稼
先
で
リ
：
ダ
i
会
議

を
開
き
、
よ
り
良
い
出
稼
ぎ
実
現
の
た

め
の
話
し
合
い
の
場
に
し
て
い
ま
す
。

△
現
地
懇
談
会

　
職
業
係
が
出
稼
先
の
職
場
を
ま
わ
っ

て
町
出
身
の
出
稼
者
と
懇
談
し
、
故
郷

と
出
稼
先
の
き
づ
な
を
強
め
る
と
共
に

就
職
条
件
の
改
善
な
ど
に
役
立
て
て
い

ま
す
。

《
簡
易
水
道
拡
張
継
続
事
業
V

　
総
工
事
費
が
五
億
円
を
超
え
る
事
業

で
松
代
町
開
閥
以
来
の
大
工
事
で
あ
る

松
代
町
簡
易
水
道
拡
張
工
事
は
、
昨
年

モ
～
』
『
ー
』
電
』

に
引
続
き
第
二
年
目
を
迎
え
、
事
業
費

も
本
年
度
は
二
億
円
を
超
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
工
事
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
水
源
　
取
入
口
工
事

　
　
　
　
　
取
水
ポ
ン
プ
設
置

二
、
導
水
　
沈
砂
池
建
設

　
　
　
　
．
導
水
管
布
設

三
、
浄
水
　
薬
品
注
入
装
置

　
　
　
　
　
急
速
濾
過
機
設
置

四
、
送
水
　
送
水
管
布
設

五
、
配
水
第
一
配
水
池
建
設
（
室
野
）

　
　
　
　
　
第
二
配
水
池
建
設
（
千
年
）

　
　
　
　
　
配
水
管
布
設

　
　
　
　
　
消
火
栓
設
置

六
、
電
気
　
電
気
計
装
設
備

　
本
年
は
、
福
島
、
奈
良
立
、
室
野
、

池
尻
、
千
年
、
松
代
に
本
管
の
布
設
工

事
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
掘
削
で
田

畑
を
荒
す
所
も
出
る
か
と
思
い
ま
す
が

ご
理
解
あ
る
ご
了
承
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
関
係
部
落
で
ま
だ
加
入
申
出
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
間
に
合
い
ま
す
の
で

区
長
さ
ん
に
連
絡
し
て
加
入
す
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

韮
』
『
ヒ
』
－
ー
1
8

松
代
町
の
母
子
保
健

　
　
ほ
や
り
ち
の
ず
　
ゆ
ロ
リ
リ
ち
ゅ
ず
ニ
ち
り
り
ち
の
ほ
り
ご
ゆ
じ
ゅ
り
ち
の
ロ
リ
リ
ち
こ
リ
ニ
ゆ
コ
リ
リ
ち
も
リ
コ
ゆ
コ
リ
リ
も
ゆ
ず
コ
の
ご
や
ち
の
ず
コ
の
じ
り
リ
ニ
ゆ
ロ
リ
リ
の
ゆ
の
ぐ
ニ
ゆ
ロ
リ
リ
ち
も
り

未
熟
児
出
生
が
多
い

　
6
3
・
も
喝
噂
；
の
9
◎
♪
φ
・
。
働
：
ゆ
一
◎
3
ρ
σ
．
・
：
・
＝
◎
二
の
．
・
り
．
φ
＝
9
；
ゆ
ご
2
．
の
。
・
；
・
．
・
♪
の
の
。
り
：
ゆ
．
り
●
．
ρ
亀
◎
：
・
：
3
φ
の
一
◎
2
φ
：
♪
φ
の
一
り
2
・
一
簡
り
』

　
　
　
　
　
　
　
～
未
熟
児
は
精
薄
に
な
り
や
す
い
～

乳児
死亡
7年148年

　9
22．3
　2
24．3

47年

11．7
11．2
　　5
11．8
　　0
　　0

未熟児

出生
47年148年

出生

　27
6．7

　　9
10．9

」
仕
0
0
0
n
∠

Q
2
　
　
・
　
　
　
・

　
Ω
》
　
　
Ω
》

48年

402
11．0
　82
9．4

47年

19．3
16．2
422

11．1
　96
10．9

　
ラ
ラ
ラ
ラ
　

率
率
数
率
数
率

　
　
　
　
　
　

　
　
も
モ

国
内
内
　
町

　
　
　
　
代

全
県
郡
　
松

1・出生の率は人口1，000人に対する比。

2・未熟児出生の率は、出生に対する
　100分比。

3・乳児死亡の率は出生に対する100分比

註
L
他
町
村
に
比
較
し
て
子
供
を
生
ま

　
　
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
名
未
熟
児
の
出
生
が
多
い
。

　
　
未
熟
児
は
智
恵
遅
れ
（
精
薄
）
に

　
　
な
り
や
す
い
。

　
よ
乳
児
の
死
亡
率
が
依
然
高
い
。

　
　
乳
児
死
亡
の
大
半
は
未
熟
児
と
異

死産の状況
状
児
で
あ
る
。

　
産

　
死
率

年狢『

内自然
死産

　14
33．0
　3
34．8

　21
49．6
　　4
46．5

　47年
死産内自然
率　死産

57．91　37．8
51．6　　：33．2

　22　　10
49．5　　22．5

　5　　2
49．5　　19．8

ラ
　
　
　
ラ
　

率
率
数
率
数
率

　
　
　
　
　
　

　
　
も
モ

国
内
内
　
町

　
　
　
　
代

全
県
郡
　
松

死産の率は、

出産に対する1・000分比。

　
《
国
民
健
康
保
険
関
係
V

△
高
額
医
療
制
度
の
実
施

　
　
　
　
　
　
七
月
一
日
か
ら
の
予
定

　
保
険
診
療
の
場
合
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
が
三
万
円
を
超
え
た
分
に
つ
い

て
国
保
が
支
払
う
高
額
医
療
制
度
を
七

月
一
日
か
ら
実
施
し
た
い
考
え
で
予
算

編
成
を
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
が
実
施
に
な
り
ま
す
と
、
医

者
に
か
か
っ
た
費
用
が
多
額
で
あ
っ
て

も
本
人
は
三
万
円
だ
け
負
担
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

△
健
康
家
庭
褒
賞

　
一
年
間
、
三
年
間
、
五
年
間
医
療
費

の
無
給
付
家
庭
、
す
な
わ
ち
こ
の
年
数

医
者
に
か
か
っ
た
人
の
無
い
家
庭
に
記

念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

△
助
産
費
の
増
額

　
被
保
険
者
が
出
産
し
た
時
支
給
さ
れ

る
助
産
費
が
四
月
一
日
か
ら
一
万
円
が

二
万
円
に
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

△
葬
祭
費
の
増
額

　
被
保
険
者
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
支
給

さ
れ
る
葬
祭
費
が
四
月
一
日
か
ら
五
千

円
が
八
千
円
に
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

月別低体重児　・

出生の状況
1出生数抵体重児

9
3
1
1
1
0
1
0
0
1
0
0
1

2
2
2
8
1
3
7
1
3
4
4
3
4

Ω
V
1
1
　
　
　
1
1

総数
1月

2〃

3〃

4〃

5〃

6〃

7“

8〃

9〃

10〃
11〃
12〃

註
L
低
体
重
児
と
は
、
二
、
五
〇
〇
グ

　
　
ラ
ム
以
下
の
者
を
い
う
。

　
乞
低
体
重
児
の
生
ま
れ
る
の
は
冬
季

　
　
間
が
多
い
こ
と
に
注
意
。

検診・学級の出席状況

席
％

出
率

席出
者

象対
者

93．1176189

92．3109118

8gig1．797

85．7

53．1

63　54

175　93

24148．050

註
L
死
産
は
、
比
率
か
ら
見
た
場
合
全

　
　
国
、
県
、
郡
平
均
を
や
N
下
廻
っ

　
　
て
い
る
が
、
実
数
が
有
る
以
上
減

　
　
ら
す
べ
く
努
力
す
る
必
要
が
あ
る

　
乞
統
計
上
は
っ
き
り
出
て
い
な
い
が

　
　
三
ケ
月
以
内
の
流
産
、
人
工
妊
娠

　
　
中
絶
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

種　別

乳児検診

3才児検診

先股脱検診

み嶽診

育児学級

妊婦検診
母親学級

乳
幼
児
検
診
の
検
診
率
は
良
い
が

各
種
学
級
の
出
席
率
は
非
常
に
悪

る
い
。

昭
和
四
十
九
年
度

　
母
子
保
健
事
業
計
画

新
年
度
母
子
保
健
を
効
果
的
に
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　3（



る
た
め
次
の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

少
な
い
赤
ち
や
ん
を
丈
夫
に
生
ん
で
元

気
に
育
て
る
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

4
月

。
乳
幼
児
検
診
－
乳
児
、
二
、
三
才
児

。
母
親
学
級
－
全
妊
婦

・
母
子
推
進
員
研
修
会

。
産
後
検
診
－
産
後
二
、
三
ケ
月
の
産

　
　
　
　
　
　
婦

五
月

・
家
族
計
画
－
産
後
二
、
三
ケ
月
の
産

　
　
　
　
　
　
婦

◎
二
、
三
ケ
月
児
検
診
－
生
後
二
、
三

　
　
　
　
　
　
ケ
月
の
乳
児

。
育
児
学
級

六
月

。
新
婚
学
級
ー
婚
姻
届
六
ケ
月
以
内

。
乳
児
健
康
相
談
ー
生
ワ
ク
投
与
に
併

　
　
　
　
　
　
せ
て
開
催

七
月

・
母
親
学
級

。
婚
前
学
級
ー
青
年
会
、
公
民
館
と
共

　
　
　
　
　
　
催

八
月

・
産
後
検
診

・
家
族
検
診

・
二
、
三
ケ
月
児
検
診

・
育
児
学
級

九
月

・
乳
幼
児
検
診

十
月

・
乳
児
健
康
相
談

・
母
子
推
進
員
研
修
会

十
嗣
月

。
母
親
学
級

。
新
婚
学
級

・
産
後
検
診

。
家
族
検
診

・
二
、
三
ケ
月
児
検
診

十
二
月

。
育
児
学
級

そ
の
他

。
助
産
婦
に
よ
る
訪
問
指
導

　
妊
婦
訪
問
ー
妊
娠
届
出
の
月

　
新
生
児
訪
間
ー
生
後
二
週
間
前
後
の

　
　
　
　
　
　
　
頃

産
婦
訪
問
ー
右
に
同
じ

・
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相
談
（
電
話
に

　
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
）

”
ふ
に
お
ち
ぬ
不
起
訴
処
分
に
開
く
窓
”

皆
さ
ん
、
検
察
審
査
会
を
ご
存
知
で
す
か
？

◎
あ
な
た
は
、
こ
ん
な
と
き
ど
う
し
た

　
ら
よ
い
か
？

　
詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど
、

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
（
こ
れ
を
不

起
訴
処
分
と
い
い
ま
す
）
、
ど
う
し
て

も
な
っ
と
く
で
き
な
い
ー
こ
ん
な
不

満
を
も
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
方
は
、
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入

り
し
な
い
で
検
察
審
査
会
に
す
ぐ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
検
察
審
査
会
と
は
？

　
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
、
く
じ

で
選
ば
れ
た
国
民
一
般
の
代
表
者
（
十

一
人
の
検
察
審
査
員
ー
任
期
は
六
ケ

月
）
が
検
察
官
の
仕
事
の
や
り
方
を
審

査
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
ま
た
一

方
で
は
犯
罪
の
陰
に
泣
く
被
害
者
を
保

護
救
済
し
ま
す
。

◎
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
か
？

　
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の
よ
し

あ
し
を
審
査
す
る
の
が
お
も
な
仕
事
で

す
。
検
察
審
査
会
は
検
察
官
の
作
っ
た

不
起
訴
記
録
を
調
べ
、
必
要
に
応
じ
て

証
人
を
調
べ
た
り
場
合
に
よ
っ
て
は
実

地
見
分
な
ど
も
し
て
議
決
を
し
ま
す
。

検
事
正
は
そ
の
議
決
を
参
考
に
し
て
、

事
件
を
起
訴
す
べ
き
だ
と
考
え
た
と
き

は
起
訴
の
手
続
を
と
り
ま
す
。

　
こ
の
他
検
察
審
査
会
は
、
検
察
庁
の

仕
事
の
や
り
方
全
体
に
つ
い
て
改
善
す

べ
き
点
が
あ
れ
ぱ
、
検
事
正
に
改
め
る

よ
う
建
議
・
勧
告
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
コ

◎
事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
に
は
？

　
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
、
犯

罪
に
よ
っ
て
害
を
受
け
た
人
で
検
察
官

の
不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
方
は
、
『

だ
れ
で
も
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
立
て
や
相
談
に
は
費

用
は
い
り
ま
せ
ん
。
申
立
て
の
手
続
に

つ
い
て
は
左
記
の
検
察
審
査
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
◎

　
　
　
　
　
、
記

　
上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
　
　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局
・

　
　
　
電
話
上
越
（
9
一
蓋
）
㈲
五
一
六
〇
番

　
　
　
郵
便
番
号
　
九
四
三

（4）

　
毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日
の
午
前
九

　
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
役
場
の
保

　
健
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

註
　
各
種
検
診
、
学
級
、
訪
問
は
そ
の

　
　
都
度
個
人
通
知
を
出
し
ま
す
。

　
　
も
し
通
知
も
れ
の
方
が
あ
り
ま
し

　
　
た
ら
役
場
の
衛
生
係
へ
ご
連
絡
下

　
　
さ
い
。

足
場
組
立
・
解
体

作
業
主
任
者
講
習
会

　
昨
年
松
代
町
で
実
施
し
た
試
験
で
は

一
四
二
名
全
員
合
格
と
い
う
好
成
績
を

納
め
ま
し
た
こ
の
講
習
会
が
本
年
は
十

日
町
市
で
次
に
ょ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

希
望
者
は
職
業
係
へ
申
込
ん
で
下
さ
い

受
付
締
切
日

申
込
み
先

講
習
会
期
日

講
習
会
場

四
月
三
〇
日

役
場
職
業
係

五
月
八
日
九
日

十
日
町
市

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

三
月
受
付
分
　
　
（
受
付
順
）

離験柳
利
枝
難
智
讐
案
李
）

五
＋
嵐
嚢
驚
美
蓑
女
（
会
沢
）
．

若
月

若
井

万
羽

俊
厳
き
磐
長
男
（
松
代
）

肇
馨
讐
男
（
華
）

肇
竪
箏
勇
（
会
沢
）

相
沢
由
紀
子
馨
市
響
案
太
平
）

山
賀
綾
子
驚
喜
讐
女
（
松
代
）

山
岸
み
ち
る
綴
翔
妾
（
峠
）

洒
潟
宏
文
驚
響
男
・
福
島
）

お
く
や
み

．
（
死
亡
）

村
山
卯
三
郎

柳
　
　
シ
マ

山
賀
　
ス
キ

小
堺
　
ヒ
デ

柳
　
　
ッ
ル

西
潟
清
一
郎

「
八
二
才

七
九
才

七
七
才

六
五
才

九
〇
才

八
○
才
・

（
松
代
）

（
千
年
）

み
小
荒
戸
）

（
儀
明
）
、
，
．

（
孟
地
）

（
福
島
）



町
役
場
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
四
月
一
日
付
で
町
職
員
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
と
、
仕
事
の
上
で
い
ろ

く
と
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
異
動
後
の
各

課
（
係
）
の
職
員
組
織
は
次
の
と
お
り

で
す
。
数
字
は
人
数

囹
収
入
役
室
（
収
入
役
を
除
く
）

　
　
出
納
員
1
主
任
－
計
2

圃
総
務
課
π
課
長
1
π
計
1
5

　
庶
務
係
π
係
長
－
主
任
－
主
事
3
主

　
　
　
　
事
補
ー
タ
イ
ピ
ス
ト
ー
電
話

　
　
　
　
交
換
手
－
自
動
車
運
転
主
任

　
　
　
　
1
運
転
手
2
用
務
員
1
計
12

　
財
務
係
H
係
長
－

　
消
防
統
計
鯉
主
事
補
1
（
係
長
は
財

　
　
　
　
務
係
長
が
兼
任
）

　
議
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
∬

　
　
　
　
（
兼
務
に
つ
き
省
略
）

．
交
通
安
全
灯
（
運
転
主
任
兼
任
）

囹
税
務
課
π
課
長
1
肝
計
8

　
固
定
資
産
税
係
H
係
長
－
主
事
5
計

　
　
　
　
　

　
諸
税
係
π
係
長
1

　
住
民
税
係
π
（
固
定
資
産
税
係
が
兼

　
　
　
　
務
）

口
社
会
課
∬
課
長
1
∬
計
2
2

　
社
会
福
祉
係
π
係
長
1
主
事
2
計
3

　
国
保
係
H
係
長
－
主
事
2
主
事
補
2

　
　
　
　
保
健
婦
主
任
1
保
健
婦
－
計

　
　
　
　
7

異動
旧所属・係名

産業課　農業土木係長

税務課　固定資産税係長

建設課　建築係長

社会課　職業係長

税務課　諸税係長

社会課　国民健康保険係

収入役室　会計係

総務課　消防・統計係

建設課　土木係

社会課　職業係

　〃　　社会福祉係
　
戸
籍
係
H
係
長
1
主
事
補
2
計
3

　
職
業
・
国
民
年
金
係
H
係
長
1
主
事

　
　
　
　
2
計
3

　
衛
生
係
ほ
係
長
－
主
事
補
1
計
2

　
水
道
係
”
主
任
－
主
事
2
計
3

圃
建
設
課
涯
課
長
1
H
計
姓

　
土
木
係
眞
係
長
－
主
事
3
主
事
補
2

　
　
　
　
ブ
ル
ト
ー
ザ
運
転
主
任
1
全

　
　
　
　
運
転
手
5
計
1
2

　
建
築
係
昌
主
事
－

口
産
業
課
目
課
長
1
擁
蛎

　
経
済
係
H
係
長
1
主
任
－
計
2

　
農
業
土
本
係
H
係
長
－
主
事
3
主
事

　
　
　
　
補
2
計
6

　
農
業
委
員
会
目
主
事
2

　
農
業
共
済
係
甘
係
長
－
主
事
－
主
事

　
　
　
　
補
－
家
畜
診
療
所
長
1
計
4

　
家
畜
係
鍵
（
家
畜
診
療
所
長
兼
務
）

囹
教
育
委
員
会
甘
教
育
長
1
”
計
8

　
庶
務
係
目
係
長
－
主
事
補
－
計
2

　
学
校
教
育
係
H
主
事
1

　
社
会
教
育
係
H
主
事
－

　
公
民
館
匪
公
民
館
長
1
主
事
補
2

　
（
線
A
ロ
セ
ソ
タ
ー
）

　
　
　
　
計
3

口
奴
奈
川
支
所
”
所
長
1

囹
国
保
診
療
所
（
室
野
）
H
所
長
1
看
護

　
　
　
　
婦
1
主
事
2
主
事
補
1
計
5

口
保
育
所
へ
所
長
H
社
会
課
長
兼
務
）

　
松
代
H
保
母
主
任
1
保
母
5
給
食
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
計
8

　〃　　　　　　　〃

　〃　　戸籍係

総務課　運転手

室野保育所　保母

松代　〃　　〃

教育委員会　栄養士

　　町　職　員　の

　新　所　属・係　名

総務課　庶務係長

社会課職業・国民年金係長

税務課　諸税係長

産業課　農業土木係長

税務課　固定資産税係長

収入役室　会計係

総務課　総務課付（療養中）

建設課　上木係

社会課　水道係

社会課　国民健康保険係

総務課　消防統計係

社会課　職業・国民年金係

　〃　　　　　　　　　　〃

　〃　　戸籍係

松代保育所　保母

蒲生　〃　　〃

退職

氏名
関谷政和

高橋秀夫

西潟浩平

武田三郎

高橋藤松

池田正直

若月義一

相沢哲夫

室岡茂
石口博雄

菅井正一

堀川一郎

小堺月子

米持敏夫

西潟定子

石口町子

室岡優子

室
野
ほ
保
母

　
主
任
－
保

　
母
2
給
食

　
婦
1

　
　
　
計
4

蒲
生
揺
保
母

　
主
任
－
保

　
母
2
給
食

　
婦
1

　
　
　
計
4

職
員
総
数

　
（
特
別
職

　
を
除
く
）

　
一
〇
六
人

（
男
七
三
人

女
三
三
名
）

　
町
の
成
人
式
は
出
稼
の
皆
さ
ん
が
お

帰
り
に
な
っ
た
気
候
の
良
い
5
月
上
旬

に
挙
式
す
る
予
定
で
す
。

成人式5月上旬に挙式の予定
r”一3”．．・o”●・・一．o．．恥・■o・一一．o闘．o．”一1，殿”OOo．”6・一”・．■．輔o・oo■●．Oo葡””8－1．■愚馳・・”98”oo．・．”．．“”

　…もれおちの方をお知らせ下さい…

　
　
成
人

　
　
（
2
8
・
4
・
2
～
2
・
4
・
1
出
生
の
人
）

松
代
－
相
沢
義
男
・
関
谷
利
良
・
関
谷

　
　
好
江
・
佐
藤
か
ほ
る
・
関
谷
英
司

　
　
市
川
政
広
・
佐
藤
秀
孝
・
柳
正
・

　
　
柳
誠
・
市
川
英
世
・
斉
木
茂
・
市

　
　
川
正
・
笠
原
俊
春

小
荒
戸
－
富
沢
富
子
・
富
沢
光
雄

太
平
ー
相
沢
幸
一

菅
刈
－
柳
考
・
柳
鈴
子
・
関
谷
一
利

田
沢
－
高
僑
克
政

下
山
ー
宮
沢
新
松

千
年
ー
武
田
俊
彦
・
佐
藤
八
千
代
・
中

　
　
村
恵
秀
・
高
橋
京
子

清
水
ー
秋
山
由
紀
子
・
茂
野
孝
蔵

蓬
平
ー
若
井
利
枝
子
・
小
堺
広
和
・
小

　
　
堺
千
恵
子
・
若
井
つ
き
子

犬
伏
ー
山
本
昭
一
・
柳
初
美
・
柳
一
則

　
　
松
山
一
郎
・
山
本
り
え
子

孟
地
ー
柳
重
和

片
桐
山
－
山
岸
武
一

苧
島
ー
石
田
明
美
・
柳
利
彦
・
石
田
恵

　
　
子

田
野
倉
ー
池
田
修
・
池
田
重
治
・
池
田

　
　
和
子
・
池
田
功
・
斉
藤
嘉
和

仙
納
－
室
岡
純
子

田
代
ー
中
村
久
子

筋
平
－
高
橋
以
治

蒲
生
－
山
岸
ミ
チ
子
・
小
堺
穣

儀
明
－
小
堺
ミ
ン
子
・
村
松
堅
悟
・
中

　
　
村
ヤ
イ
子
・
小
堺
博
道

福
島
ー
高
橋
ま
り
子
・
柳
裕
治

室
野
－
中
条
栄
一
・
佐
藤
昇
・
中
沢
実

峠
－
横
尾
優
子 　

町
で
は
成
人
者
の
希
望

で
数
年
前
か
ら
卒
業
同
期

を
区
分
に
該
当
者
を
調
査

し
、
挙
式
の
案
内
を
差
上

げ
て
い
ま
す
。
公
民
館
で

町
の
住
民
票
か
ら
拾
い
出

し
ま
し
た
成
人
な
さ
る
方

は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

も
れ
落
ち
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
の
で
各
家
庭
に

お
か
れ
ま
し
て
確
認
の
上

も
れ
落
ち
が
あ
り
ま
し
た

ら
町
公
民
館
（
電
話
三
〇

一
番
）
へ
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
各
人
へ
の
挙
式
の
ご

案
内
は
お
っ
て
発
送
い
た

し
ま
す
。

該
当
者
へ
敬
称
略
）

　
　
9

　5（



（6）

教
職
員
人
事
異
動

　
町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
の
教
職
員
人
事
異
動
に
つ
き
ま
し
て

は
す
で
に
ご
存
知
の
事
で
す
が
、
町
教

育
委
員
会
か
ら
町
内
の
学
校
の
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぎ
コ
マ
き
　
ざ
も

づ
い
て
と
り
ま
と
め
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

⑱
転
出
・
退
職
（
）
内
は
旧
任
校

滝
沢
正
泰
（
松
代
小
学
校
長
）
　
休
職

葭
原
勝
利
（
菅
刈
分
）
上
越
市
大
手
町
小

石
口
昇
ズ
下
山
分
）
　
三
和
村
里
公
小

石
口
法
子
（
　
〃
　
）
上
越
市
春
日
新

　
　
　
　
田
小

中
村
ふ
み
よ
（
〃
）
　
辞
職

萬
羽
嗣
彦
（
孟
地
小
）
　
上
越
市
直
江
津

　
　
　
　
南
小

清
水
武
彦
（
海
老
分
）
大
潟
町
大
潟
町
小

川
崎
ト
ミ
（
　
〃
　
）
　
聖
籠
村
亀
代
小

長
谷
川
正
巳
（
滝
沢
分
）
　
辞
職

近
藤
良
之
（
北
山
小
教
頭
）
　
牧
村
牧
小

吉
越
泰
子
（
北
山
小
）
　
辞
職

吉
村
毅
（
田
代
分
）
浦
川
原
村
中
保
倉
小

柴
田
貞
夫
（
蒲
生
小
教
頭
）
新
井
市
南
小

飯
田
正
子
（
蒲
生
小
）
　
牧
村
沖
見
小

飯
田
弘
文
（
室
野
小
）
　
板
倉
町
山
部
小

磯
部
知
明
（
峠
小
校
長
）
　
佐
渡
郡
小
木

　
　
　
　
町
深
浦
小

田
上
早
苗
（
峠
小
）
　
新
井
市
新
井
小

内
山
敏
郎
（
桐
山
小
教
頭
）
　
小
国
町
上

　
　
　
　
小
国
小

小
林
久
美
子
（
桐
山
小
）
　
十
日
町
市
水

　
　
　
　
沢
中

佐
藤
靖
夫
（
松
代
中
教
頭
）
　
松
之
山
町

　
　
　
　
東
川
小

佐
藤
教
美
（
松
代
中
）
　
休
職

楠
　
知
宏
（
　
〃
　
）
糸
魚
川
市
第
二
中

松
沢
秀
介
（
　
〃
　
）
新
大
高
田
附
属
小

吉
野
健
治
（
　
〃
　
）
　
大
島
村
大
島
中

三
井
田
正
四
（
清
水
中
）
高
柳
町
門
出
小

矢
沢
美
義
（
　
〃
　
）
上
越
市
直
江
津
中

管
山
正
貞
（
孟
地
中
）
新
井
市
新
井
南
中

管
原
邦
宏
（
　
〃
　
）
　
上
越
市
津
有
中

田
地
野
修
（
山
平
中
）
　
妙
高
々
原
町
好

　
　
　
　
高
中

赤
川
　
健
（
奴
奈
川
中
教
頭
）
　
上
越
市

　
　
　
　
津
有
中

清
水
淳
一
（
奴
奈
川
中
）
青
海
町
市
振
小

田
上
順
一
（
奴
奈
川
中
）
上
越
市
第
二
中

高
橋
清
逸
（
桐
山
中
教
頭
）
　
小
国
町
下

　
　
　
　
小
国
小

町
教
育
委
員
会

田
辺
哲
郎
（
桐
山
中
）
与
板
町
与
板
中

宮
沢
博
次
（
山
平
中
教
頭
）
　
長
期
病
欠

⑱
転
入
・
配
置
換
・
新
採
吊

市
川
明
治
（
蒲
生
小
校
長
）
松
代
小
校
長

清
水
八
郎
（
妙
高
村
関
山
小
）
　
松
代
小

板
垣
正
巳
（
上
越
市
東
本
町
小
）
菅
刈
分

上
野
　
司
（
新
採
用
）
　
蓬
平
分

島
田
金
平
（
松
代
小
）
　
下
山
分

小
松
　
隆
（
新
採
用
）
　
下
山
分

小
堺
則
夫
（
守
門
村
須
原
小
）
　
海
老
分

磯
貝
徳
子
（
新
採
用
）
，
海
老
分

春
日
一
枝
（
西
山
町
石
地
小
）
　
滝
沢
分

西
村
　
隆
（
新
採
用
）
　
滝
沢
分
：

高
橋
昭
三
（
川
西
町
赤
岩
小
）
　
北
山
小

　
　
　
　
教
頭

中
島
ひ
ろ
子
（
新
採
用
）
　
北
山
小

倉
島
　
徹
（
北
山
小
）
　
田
代
分

秋
山
洌
（
上
越
市
南
本
町
小
）
　
蒲
生
小

　
　
　
　
校
長

長
尾
克
孝
（
柏
崎
市
柏
崎
小
）
　
蒲
生
小

　
　
　
　
教
頭

小
島
冠
治
（
板
倉
町
針
小
）
　
室
野
小

牛
木
武
男
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
小
）
　
峠

　
　
　
　
小
校
長

松
屋
栄
男
（
上
越
市
南
本
町
小
）
　
峠
小

西
沢
礼
二
（
上
越
市
青
少
年
文
化
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
）
　
桐
山
小
教
頭

山
岸
玲
子
（
新
採
用
）
　
桐
山
小

塩
野
睦
男
（
三
和
村
三
和
中
）
　
松
代
中

　
　
　
　
教
頭

数
井
正
隆
（
上
越
市
直
江
津
中
）
松
代
中

石
井
　
篤
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
中
）
　
松

　
　
　
　
代
中

木
村
文
夫
（
川
口
町
川
口
中
）
　
松
代
中

小
島
慶
久
（
新
採
用
）
松
代
中
事
務
職
員

斉
藤
　
清
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
中
）
清
水

　
　
　
　
中

日
下
部
俊
彦
（
与
板
町
与
板
中
）
清
水
中

富
増
　
哲
（
新
穂
村
新
穂
中
）
清
水
中

小
出
孝
一
郎
（
北
蒲
中
条
町
中
条
中
）

　
　
　
　
清
水
中

太
田
空
賢
（
新
井
市
新
井
中
）
　
孟
地
中

秋
山
正
道
（
畑
野
町
畑
野
中
）
　
孟
地
中

尾
身
辰
二
（
新
採
用
）
　
孟
地
中

大
越
弼
夫
（
糸
魚
川
市
上
早
川
中
）
、
山

　
　
　
　
平
中

『
大
鳥
正
男
（
板
倉
町
板
倉
中
）
　
山
平
中

青
田
恒
雄
（
新
井
市
姫
川
原
小
）
　
奴
奈

　
　
　
　
川
中
教
頭

大
平
淳
一
郎
（
上
越
市
第
二
中
）
　
奴
奈

　
　
　
　
川
中

飯
塚
国
雄
（
糸
魚
川
市
第
二
中
）
　
奴
奈

　
　
　
　
川
中
川

渡
辺
富
之
（
糸
魚
川
市
山
之
坊
小
）
　
桐

　
　
　
　
山
中
教
頭

岩
島
一
雄
（
柿
崎
町
柿
崎
中
）
　
桐
山
中

村
田
長
兵
衛
H
山
平
中
学
校
・
長
期
病

　
　
　
　
欠
教
員
の
補
充

　
町
立
学
校
異
動
件
数

　
　
転
出
・
退
職
・
休
職
（
長
欠
）
三
五
件

　
　
転
入
・
配
置
換
・
新
採
用
四
〇
件

県
立
松
代
高
等
学
校
人
事
異
動

▲
転
出

木
柳
彰
造

計
良
恭
雄

目
黒
．
勲

岩
本
五
十
鈴

▲
転
入

諸
原
秀
治

藤
田
　
久

平
石
正
美

藤
田
雅
子

十
日
町
高
校
へ

村
上
女
子
高
校
へ

三
条
高
校
へ

六
日
町
女
子
高
校
へ

長
岡
市
立
東
北
中
か
ら

三
条
養
護
学
校
か
ら

新
採
用

　
〃

鞭
銀
保
険
料
前
納
中
止

　
従
来
実
施
し
て
来
ま
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
前
納
制
度
が
本
年
は
、
国
民

年
金
法
の
一
部
改
正
で
来
年
一
月
か
ら

保
険
料
の
改
訂
が
予
想
さ
れ
、
向
う
一

年
問
の
額
が
決
っ
て
い
な
い
た
め
前
納

納
付
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

し
た
が
っ
て
四
十
八
年
に
前
納
制
度
を

利
用
さ
れ
た
方
も
四
十
九
年
は
、
他
の

加
入
者
同
様
、
六
月
九
月
十
二
月
三
月

に
農
協
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
付
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
了
承
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
農
協
の
預
金
口
座
か
ら
直
接
引

落
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
去
る
四
十
七

年
に
前
納
者
全
員
か
ら
承
諾
書
を
い
た

だ
い
て
あ
り
ま
す
の
で
念
の
為
申
添
え

ま
す
。

　
　
　
電
話
番
号
の
訂
正

　
松
代
町
で
発
行
し
た
「
町
内
電
話
番

号
簿
」
　
（
4
7
・
7
・
現
在
）
を
次
の
と

お
り
訂
正
し
て
下
さ
い
。

　
茄
頁
　
は
の
部

　
　
は
っ
ち
よ
　
山
岸
清
作

　
　
（
正
）
8
2
7
6
　
（
誤
）
8
2
9
9


